
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹介外来患者数  医療相談患者数  

108.9 人  52.6％  15.2 日  75 人  98 人  

 

食生活を含めた多様な生活習慣やストレスなどによ

り、おしりやおなかのトラブルについての悩みを抱え

ている方が多くおられます。当院では大腸肛門病セン

ターの医師およびスタッフが地域に出向き、大腸肛門

病疾患に関する正しい知識、予防法や治療法について

『出前講座』を行っています。 

先生方のお知り合いでご興味のある方がおられまし

たらご案内のほど、よろしくお願いします。 

■お問合せ先■  
☎ ２２－２３２１（代表）  担当：中間・風呂本 

5月 9日（水）、病院３階リハビリ室にて褥瘡対策委員会による

『ポジショニング勉強会』が開催されました。講師に㈱モルテン社の

前田さんを迎え、体位変換の手順や注意点などの基礎知識とピローや

クッションを使用した正しいポジショニングの方法やポイントを指導

していただきました。 

水無月に入り、毎日の空模様が気になる季節となりました。 

梅雨寒の日もありますが、吹く風には夏の匂いを感じる今日この頃です。 

さて、先生方にはいつも あくせす をご利用いただき、ありがとうございます。 

引き続き一層のご利用・ご紹介のほど、よろしくお願いいたします。 

 実践では体圧を分散させるため、クッションで除圧し、体圧分散グロ

ーブで圧抜きをする一連の流れを学びました。圧抜きを行うことにより

ズレや摩擦を取り除くことができ、簡単に部分的な圧が楽になることを

身を持って体験することができました。 

当院には高齢で寝たきりの患者さんも多くおられます。今後も褥瘡や

拘縮、変形予防のために適切なポジショニングを行えるよう取り組んで

参ります。 

※詳細につきましてはお気軽にお問合せ下さい。 

★5月 1日～5月 31日★ ※届出日数（地域包括ケア病棟、障害者病棟等を除く） 
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ポジショニング勉強会 

出前講座のご案内 

ｎｅｗｓ 

放射線科  

 

体圧分散グローブは 

腕につけて患者さんの体の

下に差し込むだけで、簡単

に体にかかる圧を取り除く

ことができます。 

 

色々な形のポジショニ

ングピローとクッション

を患者さんの姿勢に合

わせて使い分けます。 

大腸肛門病 
センター 骨塩定量検査のご案内 

当院ではＤＸＡ法により腰椎・大腿骨 

・前腕骨を臥位で撮影する骨塩定量検査 

を行っています。ご高齢の方・骨折後の

方・閉経後の方などの骨粗鬆症の診断、

投薬治療による骨量変化の経過観察など

に是非ご利用ください。 

また、当日検査のご依頼 

も対応しておりますので 

お気軽にご連絡ください。 

■予約受付先■  
☎ ２５－７７０８ 放射線科（あくせす） 



呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす     http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通） 院 長  中塚 博文  ＭＳＷ 森下 香織   ＭＳＷ  菅原 淳子 ＭＳＷ  萩山 直子 

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７      室 長 中間 千穂  事 務  中野 浩美  事 務 石坂 梨恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大腸肛門病センター近況報告 

● 医師会病院関係医師懇談会 報告（６月５日）● 

院長・大腸肛門病センター センター長 中塚 博文 

平成 26 年 7 月に県下で初めて大腸肛門病センタ

ーを開設して約 4 年が経過したので近況を報告した。

大腸内視鏡の検査が開設前に比べ約 150 件増の 800

件台/年になり EMR・ポリペク等の治療数も増加し、そ

れに伴い大腸癌の外科手術例も増えてきている。  

また、肛門の手術は痔核・痔瘻・裂肛の三大疾患以外

に直腸脱が増えている。そこで、直腸脱の病因や誘因

と当院における治療方針について詳しく報告した。 

直腸脱は高齢の患者さんに多く認められ、手術術

式としては会陰側アプローチと腹腔内アプローチに分

かれるが、比較的再発率の高い疾患である。当院では

最近、会陰側からは Delorme 法を、腹腔内アプローチ

は腹腔鏡下直腸固定術を第 1 選択にしている。それぞ

れの術式の特徴や手技について術中写真と動画を

用いて紹介した。 

排便障害外来は平成 26 年 10 月から開始している

が、平成 29 年（2017 年）に慢性便秘と便失禁の診療

ガイドラインが発表され、経験則だけでなく客観的デー

タに基づいた診療指針が示された。排便に問題を抱

えている患者さんは高齢者が多く、当院では排便造影

検査や肛門内圧検査を行い、できるだけ生活習慣の

改善や薬剤による保存療法を優先しつつも必要時に

は外科的処置により QOL の向上を目指して取り組ん

でいる。ストーマ外来は平成 16 年の開設以来 14 年が

経過し、皮膚・排泄ケア認定看護師やストーマ認定師

の資格を取得した看護師らが対応しているが、オストメ

イトの高齢化や認知症の患者さんが増え、介護施設と

の連携や在宅でのストーマケアの援助に力を注いで

いる。 

 今後も、一人でも多くの患者さんに安心して大腸肛

門疾患の検査治療を受けていただけるよう努めますの

で、ご紹介の程よろしくお願いいたします。 

＊ 大腸・肛門外科外来 月曜日～金曜日（午前）    

＊ 排便障害外来 月曜日・水曜日（午後）     

＊ ストーマ外来     毎月第２・第４金曜日（午前）  

＊ おしりの無料相談  毎月第１水曜日（午後）      

【お問合せ先】 あくせす TEL32-7576  


